
【贈呈式の概要】

○ 贈呈道の駅 ：道の駅 酒蔵奥出雲交流館

道の駅 奥出雲おろちループ

○ 日 時 ：令和３年４月２０日（火）１４：００～

○ 場 所 ：奥出雲町役場仁多庁舎 応接室

（島根県仁多郡奥出雲町三成３５８－１）

○ 参加予定者 ：奥出雲町長

道の駅 酒蔵奥出雲交流館 駅長
道の駅 奥出雲おろちループ 駅長

（一社）日本道路建設業協会中国支部 幹事､事務局長
国土交通省松江国道事務所長

○ 贈呈式内容 ：１）寄贈者挨拶
２）目録進呈
３）受納者挨拶
４）記念撮影

【新型コロナウィルス感染症対策についてのお願い】
・会場にお越しの方は、マスク着用を徹底して下さい。
・体調不良（37.0度以上の発熱、咳等の風邪の症状）がみられる方は、取材をご遠慮下さい。

○ 小型発電機の寄贈に関する問い合わせ
（一社）日本道路建設業協会中国支部 末田 克則

TEL：（ ０８２） ９４２ － ４３９６

○「道の駅」全体に関する問い合わせ
国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所

副 所 長（管理） 安川 雅雄 （内線２０５）

【担当】計画課 建設専門官 平野 幹人 （内線４０３）
TEL：（０８５２）６０-１３４５（計画課直通）
URL：http://www.cgr.mlit.go.jp/matsukoku/

※松江国道事務所では、twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

ツイッター：http://twitter.com/road_matsue
QRコード

お 知 ら せ

〈同時資料提供先〉島根県政記者会

国土交通省では、2020年から第3ステージとして位置づけ、「地域創生・観光を加速する拠点」及び
「ネットワーク化で活力ある地域デザインにも貢献」を実現するため取組をおこなっています。
また、災害発生時における地域の防災拠点となる『道の駅』について、防災機能を強化するため、耐

震化や無電源装置など施設整備を推進しています。
今回、（一社）日本道路建設業協会と（一社）全国道の駅連絡会の連携により、奥出雲町の『道の

駅』へ小型発電機が寄贈されることとなりましたのでお知らせします。

※道路の異状を発見したら、道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ
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一般社団法人日本道路建設業協会  

一般社団法人全国道の駅連絡会  

 

全国の道の駅に、発動発電機５２台を寄贈 

～地域防災計画に位置付けられる道の駅の 100％保有を目指して～ 

 

 

1.  現在、全国の地方自治体の地域防災計画に位置付けられている道の駅の発動発電機保有

率は、８割程度となっております。日本道路建設業協会は、国土交通省および全国道の駅

連絡会と連携し、未保有の道の駅に対して、令和２年から令和４年までの３年間で保有率

100％となるよう、発動発電機約 200 台を寄贈することとしております。これにより、停

電時における道の駅の補完電源として、生活に必須となったスマートフォンの充電などに

幅広く利用でき、地域住民への「安心」を提供します。 

 

また、梅雨期の大雨や台風など近年激甚化している災害に備えることができるように、 

本年より寄贈時期を早めることとし、備えのさらなる充実を図ってまいります。 

 

【R１末時点発電機未保有駅の解消状況（R３見込み含む）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般社団法人日本道路建設業協会（東京都中央区、会長：西田義則）は、国土交通省およ

び一般社団法人全国道の駅連絡会（東京都江東区、会長：石井 裕）と連携し、道の駅の防災

機能強化として、全国の地方自治体において地域防災計画に位置付けられる道の駅の発電機

保有率 100％を目指し、令和２年から令和４年までの３年間で約 200 駅に発動発電機を寄贈

することとしており、２年目となる本年は、４月１４日（水）の栃木県栃木市の道の駅「に

しかた」を皮切りに、全国５２駅（別表）へ順次寄贈してまいります。 

30駅 自主設置等

0

67駅

R3末時点対象駅数（見込み）
約50駅

※R3年寄贈予定数：52駅
※約30駅は自主設置並びに設置予定あり
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100

0

200

100

0

200

100

R1末時点対象駅数
約200駅

R2末時点対象駅数
約130駅

※R2年寄贈駅数：67駅

119駅
当協会寄贈分
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 日本道路建設業協会ではこれまでも、社会貢献活動として全国の道の駅に対して、発動

発電機を累計２５５台、AED（自動体外式除細動器）累計１４３台などを寄贈し、道路利用

者の安全・安心確保に寄与してきました。 

また、全国道の駅連絡会は昨年５月、国土交通大臣に対して今後の「ニューノーマル」

を見据えた道の駅の進化についての提言を行い、道の駅「第３ステージ」（2020 年～2025

年）で計画している「防災機能の強化」を推進しているところです。 

本取り組みは、国土交通省および全国道の駅連絡会と協力し、道の駅「第３ステージ」

が目指す、道の駅の防災機能強化をより一層支援するものです。 

 

 

2. 令和３年度キックオフとなるイベントを下記により執り行います。 

  日時 令和３年４月１４日（水） １４時３０分より 

  場所 栃木市役所 正庁 

 

【出席者】 

  栃木市長 大川 秀子 

  国土交通省 関東地方整備局 宇都宮国道事務所長 井上 啓 

一般社団法人日本道路建設業協会 会長 西田 義則 

一般社団法人日本道路建設業協会 関東支部 

一般社団法人全国道の駅連絡会 

関東道の駅連絡会 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

 

＜発動発電機寄贈関連＞ 

   一般社団法人日本道路建設業協会 三平 

   TEL：03-3537-3056 

   H P：http://www.dohkenkyo.or.jp/ 

 

 

 ＜道の駅関連＞ 

   一般社団法人全国道の駅連絡会 前原 

   TEL：03—5621-3188 

   H P：https://www.michi-no-eki.jp/ 

 

 

 

http://www.dohkenkyo.or.jp/
https://www.michi-no-eki.jp/
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 今年度寄贈する道の駅（全５２駅）は以下のとおりです。 

【今年度寄贈する道の駅一覧】 
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